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近
藤
重
蔵
と
瑞
雪
禅
院

北
方
探
検
の
先
駆
者

近
藤
重
蔵

　
近
藤
守
重（
１
７
７
１
～
１
８
２
９
）

は
江
戸
後
期
の
北
方
探
検
家
で
す
。

江
戸
の
人
で
通
称
重
蔵
、
号
は
正

斎
・
昇
天
道
人
で
し
た
。
寛
政
10
年

（
１
７
９
８
）松
前
蝦
夷
地
御
用
と
な

り
、
数
回
に
わ
た
り
千
島
方
面
を
探
検

し
、
択え
と
捉ろ
ふ
島
に「
大
日
本
恵
登
呂
府
」の

木
標
を
建
て
る
な
ど
北
方
の
防
備
開
拓

に
尽
力
し
ま
し
た
。
重
蔵
は
、
探
検
の

功
な
ど
に
よ
り
書
物
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。

　
文
政
９
年（
１
８
２
６
）５
月
18
日
、

鑓
が
崎（
現
在
の
東
京
都
目
黒
区
）の
別

荘
に
お
い
て
息
子
富
蔵
が
境
界
争
い
で

塚
越
半
之
助
ら
７
人
を
殺
傷
す
る
事
件

を
起
こ
し
ま
す
。
罪
人
と
な
っ
た
富
蔵

は
八
丈
島
へ
流
罪
に
、
父
重
蔵
は「
監

督
不
行
届
」と
い
う
こ
と
で
、
近
江
大

溝
藩
分
部
家
に
お
預
け
の
身
と
な
り
ま

し
た
。

重
蔵
と
大
溝
藩

　

大
溝
藩
で
の
重
蔵
の
獄
舎

は
、
陣
屋
総
門
を
入
っ
て
突
き

当
た
り
左
に
位
置
し
、
現
在
同

地
を
訪
ね
る
と
石
標
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
で
重
蔵
は
幽
閉
生

活
を
送
り
、
大
溝
藩
士
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
文
政
12
年（
１
８
２
９
）６
月

９
日
近
藤
重
蔵
は
59
才
で
悲
傷

の
う
ち
に
病
没
し
ま
し
た
。
検

死
は
７
月
16
日
に
行
わ
れ
、
大

溝
の
山
の
手
に
あ
る
大
溝
藩
主

分
部
家
ゆ
か
り
の
瑞
雪
禅
院
墓

地
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
重
蔵
の

墓
石
の
表
に
は
、
藩
士
分
部
準
輔
の
揮き

毫ご
う

に
よ
っ
て「
近
藤
守
重
之
墓
」、
裏

側
に
は
法
名「
自
休
院
俊
峯
玄
逸
禅
定

門
」、
左
右
に「
文
政
十
二
年
己
丑
年
」

「
六
月
十
有
六
日
」と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
徳
川
家
斉
公
十
三
回
忌

に
あ
た
り
、
改か
い

易え
き

を
赦し
ゃ

免め
ん

さ
れ
た
の
を

機
に
、
大
溝
藩
が
藩
主
の
菩
提
寺
圓
光

禅
寺
の
寶
洲
和
尚
に
命
じ
て
法
号
を
授

け
る
と
と
も
に
、
墓
石
の
裏
に
刻
ま
せ

た
の
で
す
。

重
蔵
の
顕
彰

　
明
治
44
年（
１
９
１
１
）９
月
15
日
、

明
治
政
府
か
ら
近
藤
重
蔵
に
対
し
北
方

探
検
の
功
績
に
よ
り
正
五
位
が
贈
ら

れ
、
翌
大
正
元
年
大
溝
尋
常
小
学
校
で

盛
大
な
贈
位
報
告
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
重
蔵
の
遺
品
管

理
や
顕
彰
の
た
め「
近
藤
会
」が
設
立
さ

れ
、
重
蔵
の
百
五
十
回
忌
に
あ
た
る
昭

和
56
年（
１
９
８
１
）に
は
、新
た
に「
近

藤
重
蔵
翁
顕
彰
会
」が
発
足
し
今
日
に

い
た
り
ま
す
。
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近藤重蔵墓所

今回の表紙は大溝祭の宵
宮祭。久しぶりに曳山巡行
が行われたということで

会場は活気にあふれ、思わずカメラ
のシャッターを押し忘れて見入って
しまうほどでした。宵宮祭や本祭の
ようすは表紙だけでなく、市のイン
スタグラムでも紹介
しているので５月の
投稿も要チェック！！

（K）

「近藤重蔵遺品展」のお知らせ
	６月１日㊍～30日㊎　※月・火休館
	高島歴史民俗資料館
主な展示品
⃝「近藤重蔵甲冑肖像画」
⃝重蔵遺愛「洲浜秋草双鳥文鏡」
⃝重蔵愛蔵「伏竹弓」残欠
⃝「近藤様御容体書」
⃝伝　重蔵所蔵「念持仏」　他
	高島歴史民俗資料館
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